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ゆ き

より広い視野で物事を捉えられるように
なったと思います。

● 現場を知るため、地方勤務を志願
丸2年の出向を経て警察庁に戻った後、
課長補佐になり、都道府県警察との協議や
政策検討において、これまで以上に主体的
に企画立案を担う立場になりました。その
中で、都道府県警察の実務の実態を直接
見聞きしたい、自分が企画立案した施策が
都道府県警察でどのように運用されている
のか確認したい、との思いが強くなってい
きました。
こうした気持ちが叶い、平成28年3月、入
庁10年の節目に、福岡県警察本部警備部
公安第一課長を命ぜられ、着任しました。
テロ対策のための情報収集やサイバー
攻撃対策といった業務自体、全く未経験の
分野でした。また、福岡県警察の警備部門
を代表する課の課長として、他部門との折
衝、県下警察署への指導等、対外交渉の前
面に出る機会が多く、どちらかと言えば交
渉官を支える裏方に徹する霞が関の課長
補佐業務との違いに、当初は非常に戸惑い
ました。それでも、課員に支えられながら、
精一杯業務に邁進し、毎日、新しい発見に
知的好奇心を刺激される本当に楽しい2
年間でした。
● 子どもを連れての単身赴任
そもそも、警察庁は、都道府県警察とい

平成18年に警察庁に入庁しました。入
庁から約10年間は、主に霞が関で、法令の
立案作業等を担当してきました。何より印
象深いのは、平成23、24年頃の業務です。
平成23年3月、東日本大震災が発生し
ました。その頃、警察庁刑事局にいた私
は、災害対応、行方不明者の捜索支援等
の業務を行う中で、有事即応の警察の組
織力と、現場で必死になって救助活動等
を行う一人一人の警察職員の使命感を強
く実感しました。当時は、自分が近い将来、
災害対応の指揮の一翼を担うとは思って
いませんでしたが、福岡県警察に出向した
際の災害対応において、人命救助のため、
迅速な判断を下していくに当たって、この
ときの経験が生きたことは間違いありま
せん。
また、同じ年の7月から、内閣官房東日
本大震災復興対策本部事務局に出向し、
全省庁から集まってきた上司、同僚と一緒
に、被災地復興のための特別法の制定等
を行いました。復興対策本部事務局が復
興庁となった後も引き続き勤務し、復興に
向けて一歩を踏み出す被災自治体の伴走
者として、自分たちが立案した法律を効果
的に活用してもらうための知恵を出す仕
事をさせてもらいました。「未曾有の国難」
に際し、復興政策全体をリードする場所で
仕事ができたことは得難い経験でしたし、

東日本大震災からの
復興政策に携わった経験が
その後の業務の糧に

う「現場」勤務と「霞が関」勤務を繰り返し、
キャリアアップしていく役所です。その点
が、警察庁の最大の魅力であるからこそ、
女性であっても現場勤務のチャンスは逃さ
ず経験したいと思っていました。
一方、霞が関で働いていても育児と仕
事の両立に悩むことがあったので、新し
い土地に子どもを連れて赴任し、初めて
の仕事をすることに不安がなかった訳で
はありません。
ですが、「案ずるより産むが易し」とはよ
く言ったもので、いざ転勤してみると、転勤
先の職場の皆さんが、私の育児の事情も含
めて迎えてくれ、逆に、子どもがいたことが
仕事にとってもより良い結果を生んだと思
うことが多々ありました。

平成28年熊本地震の被災地から戻った部隊員を
出迎えている様子

特に、課員の業務マネジメントをする上
で、私自身が家庭事情を包み隠さずオープ
ンにしたことが、結果として、課内の風通し
を良くし、課員がお互いの家庭の事情等も
含めて理解し合い、助け合える職場環境を
作ることにつながったと思っています。
● 職業人として、そして母として
もちろん、困ったことがなかった訳では
ありません。福岡に着任した直後に熊本地
震があり、翌年には、福岡県朝倉市で甚大
な被害が出た平成29年７月九州北部豪雨
がありました。こうした災害発生時、私は、
県内の被害状況把握のための情報収集か
ら広報対応まで一手に指揮する立場だっ
たため、発災直後から県警本部に泊まり込
み、しばらく帰宅できなくなりました。その
間、子どもは気がかりでしたが、預け先や
親族の力を借り、また、普段から家庭の事
情を話していたおかげで職場の皆さんに
も気に掛けてもらい、何とかやりくりをす
ることができました。
結果として嬉しかったのは、その後、職場

の皆さんが、我が子に対して
私の仕事内容や仕事ぶりをた
くさん語り聞かせてくれたこ
とです。私と離れることを寂し
く思っている我が子ですが、自
分の母親が、自分と離れてい
る時間、人々の安全安心を守
る大事な仕事をしていること、
また、職場の人々から必要と
されていることを感じ取ってく
れたと思っています。

仕事と家庭の両立において、悩みが尽き
ることはありません。仕事の立場の変化や
子どもの成長に合わせ、その都度、新しい
悩みが生じていると感じます。ですが、どん
なときも、自分自身のキャリアアップを諦め
てはいけないと言い聞かせています。家庭
の事情も含めた自分の現状、その中ででき
ることとできないこと、自分が思い描くキャ
リアの展望を、率直に、上司や組織に伝え
れば、必ず周囲が応援してくれるし、自ずと
道が開けると信じています。また、助けても
らうからこそ、次は自分が誰かを助け、支え
る仕事をしようと思っています。
「おかげ様」と「お互い様」。この気持ちの
連鎖が、男性も女性も働きやすい職場を
作っていくと信じています。

総崎 由希
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地方勤務は、キャリアを築く
絶好のチャンス
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より広い視野で物事を捉えられるように
なったと思います。

● 現場を知るため、地方勤務を志願
丸2年の出向を経て警察庁に戻った後、
課長補佐になり、都道府県警察との協議や
政策検討において、これまで以上に主体的
に企画立案を担う立場になりました。その
中で、都道府県警察の実務の実態を直接
見聞きしたい、自分が企画立案した施策が
都道府県警察でどのように運用されている
のか確認したい、との思いが強くなってい
きました。
こうした気持ちが叶い、平成28年3月、入
庁10年の節目に、福岡県警察本部警備部
公安第一課長を命ぜられ、着任しました。
テロ対策のための情報収集やサイバー
攻撃対策といった業務自体、全く未経験の
分野でした。また、福岡県警察の警備部門
を代表する課の課長として、他部門との折
衝、県下警察署への指導等、対外交渉の前
面に出る機会が多く、どちらかと言えば交
渉官を支える裏方に徹する霞が関の課長
補佐業務との違いに、当初は非常に戸惑い
ました。それでも、課員に支えられながら、
精一杯業務に邁進し、毎日、新しい発見に
知的好奇心を刺激される本当に楽しい2
年間でした。
● 子どもを連れての単身赴任
そもそも、警察庁は、都道府県警察とい

  1日のタイムスケジュール例（転勤時）

平成18年に警察庁に入庁しました。入
庁から約10年間は、主に霞が関で、法令の
立案作業等を担当してきました。何より印
象深いのは、平成23、24年頃の業務です。
平成23年3月、東日本大震災が発生し
ました。その頃、警察庁刑事局にいた私
は、災害対応、行方不明者の捜索支援等
の業務を行う中で、有事即応の警察の組
織力と、現場で必死になって救助活動等
を行う一人一人の警察職員の使命感を強
く実感しました。当時は、自分が近い将来、
災害対応の指揮の一翼を担うとは思って
いませんでしたが、福岡県警察に出向した
際の災害対応において、人命救助のため、
迅速な判断を下していくに当たって、この
ときの経験が生きたことは間違いありま
せん。
また、同じ年の7月から、内閣官房東日
本大震災復興対策本部事務局に出向し、
全省庁から集まってきた上司、同僚と一緒
に、被災地復興のための特別法の制定等
を行いました。復興対策本部事務局が復
興庁となった後も引き続き勤務し、復興に
向けて一歩を踏み出す被災自治体の伴走
者として、自分たちが立案した法律を効果
的に活用してもらうための知恵を出す仕
事をさせてもらいました。「未曾有の国難」
に際し、復興政策全体をリードする場所で
仕事ができたことは得難い経験でしたし、

う「現場」勤務と「霞が関」勤務を繰り返し、
キャリアアップしていく役所です。その点
が、警察庁の最大の魅力であるからこそ、
女性であっても現場勤務のチャンスは逃さ
ず経験したいと思っていました。
一方、霞が関で働いていても育児と仕
事の両立に悩むことがあったので、新し
い土地に子どもを連れて赴任し、初めて
の仕事をすることに不安がなかった訳で
はありません。
ですが、「案ずるより産むが易し」とはよ
く言ったもので、いざ転勤してみると、転勤
先の職場の皆さんが、私の育児の事情も含
めて迎えてくれ、逆に、子どもがいたことが
仕事にとってもより良い結果を生んだと思
うことが多々ありました。

特に、課員の業務マネジメントをする上
で、私自身が家庭事情を包み隠さずオープ
ンにしたことが、結果として、課内の風通し
を良くし、課員がお互いの家庭の事情等も
含めて理解し合い、助け合える職場環境を
作ることにつながったと思っています。
● 職業人として、そして母として
もちろん、困ったことがなかった訳では
ありません。福岡に着任した直後に熊本地
震があり、翌年には、福岡県朝倉市で甚大
な被害が出た平成29年７月九州北部豪雨
がありました。こうした災害発生時、私は、
県内の被害状況把握のための情報収集か
ら広報対応まで一手に指揮する立場だっ
たため、発災直後から県警本部に泊まり込
み、しばらく帰宅できなくなりました。その
間、子どもは気がかりでしたが、預け先や
親族の力を借り、また、普段から家庭の事
情を話していたおかげで職場の皆さんに
も気に掛けてもらい、何とかやりくりをす
ることができました。
結果として嬉しかったのは、その後、職場

の皆さんが、我が子に対して
私の仕事内容や仕事ぶりをた
くさん語り聞かせてくれたこ
とです。私と離れることを寂し
く思っている我が子ですが、自
分の母親が、自分と離れてい
る時間、人々の安全安心を守
る大事な仕事をしていること、
また、職場の人々から必要と
されていることを感じ取ってく
れたと思っています。

仕事と家庭の両立において、悩みが尽き
ることはありません。仕事の立場の変化や
子どもの成長に合わせ、その都度、新しい
悩みが生じていると感じます。ですが、どん
なときも、自分自身のキャリアアップを諦め
てはいけないと言い聞かせています。家庭
の事情も含めた自分の現状、その中ででき
ることとできないこと、自分が思い描くキャ
リアの展望を、率直に、上司や組織に伝え
れば、必ず周囲が応援してくれるし、自ずと
道が開けると信じています。また、助けても
らうからこそ、次は自分が誰かを助け、支え
る仕事をしようと思っています。
「おかげ様」と「お互い様」。この気持ちの
連鎖が、男性も女性も働きやすい職場を
作っていくと信じています。

若手警察官への講話を行っている様子

女性職員への

メッセージ

仕事と家庭、
その両立の実現のために
心掛けていること

人事課からの
メッセージ

女性職員のキャリアパス形成
支援等に関し、どのような配慮・
工夫を行っていますか。

Q.Q.

Q.Q.

A.A.

警察庁職員はどのような所属で
勤務する可能性がありますか。

職員の採用区分等に応じて、その
キャリアパスも多岐に渡りますが、

例えば総合職警察官は、警察庁の附属
機関、地方機関、都道府県警察、他省庁、
海外機関等において勤務する可能性が
あります。

A.A. 女性職員に対して適切なキャリアパスを提示し、キャリア形成の支援
に努めるとともに、人事担当者等が必要に
応じて女性職員との面談を実施し、キャリア
パスに対する希望等を聴取しているほか、
転居を伴う職員の内示を可能な限り早期
に実施するよう努めています。
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